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1. 要素モデル基本情報 
(1) 開発履歴 

年月日 
要素モデル 

バージョン 
内容 

2015/08/31 Ver.1.0 初版開発 

   

   

   

 

(2) 開発環境 

No 項目 内容 

1 

モ デ ル 開 発

環 境 お よ び

動作環境 

使用 OS およびバージョン Windows7 Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐａｃｋ１ 

2 .NET Framework のバージョン .NET Framework 3.5   

3 開発環境およびバージョン Visual Studio2010 

4 CommonMP 本体のバージョン Ver.1.4.0.0 

 

 

(3) ウィルスチェック 

No 項目 内容 

1 

ウィルスチェック 

ウィルス対策ソフト名 Symantec Endpoint Protection 

2 ウィルス定義（更新日時） 2015/07/10 

3 チェック年月日 2015/07/10 
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(4) 要素モデルプログラム諸元 

No 項目 内容 

1 名前空間 jp.or.jccajsce 

2 クラス名 

Define 

Factory 

CalInfo 

Model 

McQuasi2DSteadyFlowModelDefine 

McQuasi2DSteadyFlowModelFactory 

McQuasi2DSteadyFlowModelCalInfo 

McQuasi2DSteadyFlowModelModel 

3 モデルファクトリ識別子(Lib) jp.or.jccajsce. McQuasi2DSteadyFlowModel_Factory 

4 モデル種別(Kind) McQuasi2DSteadyFlowModel_Model 

5 モデルの基底クラス McStateCalModelBase  

 

(5) データ及び資料の有無 

No 項目 内容 データ提供の有・無 

1 

要素モデル本体 

要素モデル DLL あり 

2 
要素モデルプロパティ 

（個別 GUI レイアウト）DLL 
あり 

3 要素モデルアイコンファイル あり 

4 その他 あり 

5 ドキュメント 要素モデル解説書 あり 

6 プログラム ソースコード あり 

7 サンプルデータ サンプルデータ（テスト用データ） あり 
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(6) 公開データのファイル名 

 

No 項目 内容 

1 要素モデル本体 DLL jp.or.jccajsce.McQuasi2DSteadyFlowModel.dll 

2 
要素モデルプロパティ（個別

GUI レイアウト）DLL 

（あり・なし） 

jp.or.jccajsce.McQuasi2DSteadyFlowModelProperty.dll 

3 要素モデルアイコンファイル jp.or.jccajsce.McQuasi2DSteadyFlowModel.ico 

4 要素モデル解説書 jp.or.jccajsce.McQuasi2DSteadyFlowModel.pdf 

5 その他 なし 

6 ソースコード 

モデル本体プログラム名： 

jp.or.jccajsce.McQuasi2DSteadyFlowModel.csproj 

McQuasi2DSteadyFlowModelDefine.cs 

McQuasi2DSteadyFlowModelFactory.cs 

McQuasi2DSteadyFlowModelCalInfo.cs 

McQuasi2DSteadyFlowModel.cs 

個別 GUI 画面プログラム名： 

jp.or.jccajsce.McQuasi2DSteadyFlowModelProperty.csproj

McQuasi2DSteadyFlowModelPropertyFactory.cs 

McQuasi2DSteadyFlowModelDetailForm.cs 

McQuasi2DSteadyFlowModelModelScreen.cs 

7 
サンプルデータ 

（テスト用データ） 

サンプルプロジェクトファイル： 

・jp.or.jccajsce.McQuasi2DSteadyFlowModel_portabledata.zip 

プロジェクト名：McQuasi2DSteadyFlowModel.cmprj 

（INPUT データ）： 

(河道データ) 

・1_横断_樹木有.csv （1_横断_樹木無.csv） 

・2_縦断.csv 

・3_距離標.csv 

(境界条件データ) 

・4_流量配分_Y 河川.csv 

・5_流量配分_A 支川.csv 

・5_流量配分_B 支川.csv 

・5_流量配分_C 支川.csv 

・6_出発水位.csv 
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(1) 要素モデルの利用許諾条件 

No 項目 内容 

1 
独自に作成した利用許諾

条件書の有無 

あり 

使用許諾条件書を本解説書の末に添付 

2 
準拠する利用許諾条件書

（ソフトウェアライセンス） 
－ 

3 著作権者（社） 

(公社)土木学会水工学委員会水理・水文ソフトの共通基盤に関する

小委員会 

(一社)建設コンサルタンツ協会技術部会技術委員会河川計画専門

委員会 

4 複製の許諾 
ソースコード、実行体(DLL ファイル)、要素モデル解説書、サンプル

データの複製可 

5 複製を許諾する時の条件 自由に複製しても構いません 

6 改変の許諾 
ソースコード、実行体(DLL ファイル)、要素モデル解説書、サンプル

データの改変可 

7 改変を許諾する時の条件 自由に改変しても構いません 

8 再配布の許諾 
ソースコード、実行体(DLL ファイル)、要素モデル解説書、サンプル

データの再配布可 

9 再配布の条件 
当解説書（使用許諾条件書を含む）を必ず添付のこと 

改変した場合は、改変したことを明示の上で再配布すること 

10 
謝辞、クレジットの記載に

関する規定 

本要素モデルを使用した成果を発表する際には、本要素モデルを

使用したことの記載を求める 

11 
商用利用（業務への利用）

の可否 
可 

12 商用利用の条件 － 

13 商用配付の可否 － 

14 商用配布の条件 － 

15 問い合わせ先 － 

16 
特許情報（ある場合は番

号記載） 
なし 

17 保証に関する免責事項 
本要素モデルの動作に関し、本要素モデルの作者は責任を負うも

のではありません 

18 損害に関する免責事項 

本要素モデルのインストールおよび使用に関し、本要素モデルの使

用者の直接的・間接的に発生する一切の損害に対し、本プログラム

の作者は責任を負うものではありません 

19 禁止事項 

本プログラムの著作者および第三者の信用を毀損し、あるいは損害

を及ぼす行為を行うこと 

本プログラムを用いて、利用者が特許権など独占権を有すること 
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2. 要素モデルの仕様適合チェック結果 
 

No 
チェック項目 

チェック結果 
項目 内容 

1 名前空間 
名前空間は命名規則に準拠している

か 
チェック済み 

2 DLL 名 DLL 名は命名規則に準拠しているか チェック済み 

3 
フ ァ ク ト リ 識

別子 

ファクトリ識別子は命名規則に準拠し

ているか 
チェック済み 

4 
ライブラリ 

登録 

DLL をフォルダに保存して、モデルが

ライブラリに登録可能か 
チェック済み 

5 

モデル配置 

CommonMP 上で要素モデルとして配

置が可能か 
チェック済み 

6 
モデルプロパティ設定項目は適切か、

またプロパティ入力及び設定は可能か
チェック済み 

7 データ受信 

接続ライン下流側として別モデルと接

続した場合に、データ受信項目が選択

可能か 

 

チェック済み 

8 データ送信 

接続ライン上流側として別モデルと接

続した場合に、データ送信項目が選択

可能か 

 

チェック済み 

9 
データ 

送・受信 

入出力するデータの単位系は、MKS

単位系に準拠しているか 
チェック済み 

10 
要素接続設定（伝送情報結線設定）画

面に単位が明示されているか 
チェック済み 

11 
ファイル 

入力 

要素モデルの動作には、直接ファイル

入力を必要とするか 
入力が必要 

12 
（必要な場合）入力ファイルパス指定方

法およびファイル仕様を記載する 

CommonMP 標準断面ファイル 

プロパティ設定画面から設定する。 

13 
ファイル 

出力 

要素モデルは、ファイル出力を行うか 出力を行う 

14 
（出力する場合）出力ファイルパス指定

方法および仕様を記載する 

CSV ファイル 

プロパティ設定画面から設定する。 

15 
シミュレーシ

ョン実行 

入出力データおよび計算期間を設定

してシミュレーション実行が可能か 
チェック済み 
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3. 要素モデル仕様 
(1) 要素モデル基本仕様 

 

No 項目 内容 

1 モデル名称(Name) 準二次元不等流計算モデル(JCCA_JSCE_MODEL) 

2 

カテゴリー_Division 

(McModellibraryDefine) 
CALCULATION_MODEL 

カテゴリー_Category 

(McModellibraryDefine) 
CAL_RIVER_MODELS 

3 要素モデルのバージョン 1.0 

4 概要 準二次元不等流計算モデル 

 

(2) 要素モデル入出力仕様 

No 項目 内容 

1 
プロパティ

(CreateModelProperty) 

①入力ファイル 

・ 横断ファイル、縦断ファイル、距離標ファイル 

②出力ファイル 

・ 計算結果ファイル 

・ CHECK ファイル 

2 
初期条件（状態量） 

(CreateModelInitialInfo) 
なし 

3 

送受信パターン 

(CreateModelPrope

rty) 

受信 

①00 本川支川流配～10 本支川流配分 

伝送仕様：１次元時系列 

セル内変数：QUANTITY_OF_WATER_FLOW（m3/sec） 

②本川下流端水位 

伝送仕様：ポイント時系列 

セル内変数：WATER_LEVEL(m) 

4 
コネクションチェック 

(ConnectionCheck)

受信 
以下以外の伝送仕様に対して、接続エラーを出力する 

・１次元時系列またはポイント時系列 

送信 

①00 本川支川水位～10 本川支川流水位 

伝送仕様：１次元時系列 

セル内変数：WATER_LEVEL（m） 
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4. 要素モデル機能説明（基本事項） 
(1) 機能概要 

本要素モデルは、「河道計画検討の手引き（財）国土技術研究センター編」に基づく準二次

元不等解析法により河道水位を計算する要素モデルである。 

・ 各断面の流量配分を１次元時系列データ、下流端水位をポイント時系列データの入

力として、各断面の準二次元不等流水位の計算を行う。 

・ 各断面の測量データ（ＸＹ座標）、樹木群、死水域、縦断等のファイルを指定する。 

 

以下に、要素モデル接続概念図および要素モデル機能概念図を示す。 

 

図 1 要素モデル接続概念図 

(2) 準二次元解析法 

準二次元解析法は、河道断面内を横断形状や樹木群繁茂状況，粗度の状況から、顕著な流

速差が生じると考えられる位置でいくつかの断面に分割し、分割断面毎の平均流速と断面平

均水位を求めるものであり、｢横断面内流速分布の計算｣と｢縦断水位の計算｣で構成されてい

る。 

 

 

 

 
 

 

図 2 断面分割の例 

準二次元不等流計算モデル 

・伝送仕様 

１次元時系列 

流量入力モデル 

・伝送仕様 

ポイント時系列 

・パラメータ 

計算間隔（秒） 

・指定 

入力ファイル 

横断ファイル 

縦断ファイル 

距離標ファイル 

出力ファイル 

計算結果ファイル 

水位入力モデル 

計算結果 

（CSV ファイル出力） 

出力モデル 

・伝送仕様 

一次元時系列 

本川・支川水位 

j＝5j＝4j＝3j＝2j＝1

j'＝1 j'＝2

i＝Ⅰ i＝Ⅱ i＝Ⅲ i＝Ⅳ i＝Ⅴ

低水路

：樹木群死水域
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1) 横断面内流速分布の計算 

横断面内を植生の繁茂や粗度状況等から数区間に分割した分割断面で等流近似が成立

するものとし、運動式と流量の連続条件から各分割断面での平均流速を求める。 

分割断面 i についての運動式は次のように表わされる。 

 

   
I

S

g

S

S
R

un
i

ji
wjiji

ji
wjiji

bi

i

ii
・

・
・

A
g3

1

22















·················· (1) 

 

ここに、 bS ：底面せん断力が働く潤辺長， wS ：樹木群境界の潤辺長， wS  ：樹木群境

界以外の分割断面境界の潤辺長， ：樹木群境界に作用するせん断力， ：樹木群境界以

外の分割断面境界に作用するせん断力，u ：分割断面での平均流速，n：マニングの粗度

係数，R ：径深， A：死水域を除いた面積， I ：エネルギー勾配，添字 ii : 番目の分割断

面についての量であることを表す，添字 jj i : 番目の分割断面境界あるいは樹木群境界に

ついての量であることを表す（ただし、 i 番目の分割断面に係わる境界のみが対象）。 

せん断力  , は隣り合う分割断面間の流速差の 2 乗の形で表わされる。 

 

2
iji uf・・   ······································································· (2) 

   jijiji usignuf Δ・Δ・・ 2   ················································· (3) 

 

ここで、 は樹木群内を死水域（u ＝0）と考えているため、流速そのものの 2 乗に比

例する形となる。Δu は が作用する境界に接する隣の断面との流速差である。 f は境

界混合係数と呼ばれ、境界部での流体混合の大きさを表わすパラメータである。 

また、  usignΔ は uΔ が負値のとき（当該断面の平均流速が隣の分割断面の平均流速

より小さい場合）は－1，正値のときは＋１をとる。 

すなわち、流速の速いほうの流れに対しては が抵抗として流速を減ずる方向に作用

し、流速の遅いほうの流れには が加速する方向に作用する。 

計算においては、(1)～(3)式を連立させて、ニュートン法などを用いて解くことにより

Iu i / を求め、次の連続式が成り立つようにエネルギー勾配 I を定めて 終的に iu を得る。

したがって、エネルギー勾配 I は与えるものでなく、 iu と同様に、(1)～(4)式を解いて得

られる未知数のひとつである。 

 

 
i

ii AuQ ・  ······································································ (4) 

 

ここに、Q は全断面の流量である。 
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2) 縦断水位の計算 

1)の計算で求められる横断流速分布 iu を用いて、河床・河岸および個々の樹木群が洪水

流に与える抵抗 r を直接算出し、流れ方向の運動量方程式を適用して縦断水位を計算す

る。すなわち、 

 

 


dAu
xgA

21
・  0





gAx

H r




 ·········································· (5) 

  













i ji

wjii

i

biiir Suf
R

Sugn

gAgA
・・・

・・ 2

3
1

221 





 ···· (6) 

  
i

ii AudAu ・22   ··························································· (7) 

 

ただし、  は運動量補正係数であり、  ≒1.1 あるいは 1.0 を標準とする。 

前項で得られる iu を用いて、(6)，(7)式を計算し、(5)式をもとに次の標準逐次計算を行

うことにより、 2H を求める。 

 












































  211

2
2

2

2

11

gAgA

x
dAu

gA
HdAu

gA
H rr





Δ

 ····· (8) 

 

ここに、添字 1 は下流断面の既知水理量で，添字 2 は上流断面の水理量で， 2H （およ

び 2H から決まる径深などの断面諸量）が未知であり、(8)式より得ることができる。 

ただし、(6)式，(7)式の計算においては iu を求める上で仮定した水位による断面諸量を

用いているので、上流側断面について仮定したこの水位が(8)式により得られた 2H と異な

る場合，(8)式から得られた 2H を条件として(1)～(8)式による一連の手順を 2H が収束す

るまで繰り返す必要がある。 
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(3) 境界混合係数（ f ）の設定方法 

1) 境界混合係数の設定 

低水路と高水敷の境界、死水域とする樹木群境界においては、平面渦が発生し抵抗を増

大させる。準二次元解析法では、このような境界で発生する平面渦による抵抗を、境界で

発生する流速差によるセン断力として表わすこととしており、その際に用いる係数として、

境界混合係数（f）を第 1 次近似値として与えるものとする。 

 

樹木群

樹木群

樹木群

bW

水没樹木群上面の粗
度係数は n＝0.05と
する。

樹木群が堤防に接している場合には
1－2bw/B＝b/Bとして低水路と高水敷
境界で与えた同じ f をとる。

堤防に接している場合
f＝0.03

bw

二つの流れに挟まれている場合
f＝0.10 樹木群に接している部分の境界は、次式

を用いる
1＜bW/hW＜34.5・ｆ＝0.03　（bW/hW）0.34

bW/hW＞34.5・・・・f＝0.10
ここに、bWは樹木群の幅

hWは樹木群の高さ

樹木群が二つの流れに挟まれ
て水没している場合の樹木群
より高い部分の境界は f＝0.17

洪水時の水面幅と低水路幅との関係の設定

b/B＜ 0.6 f＝0.17 ここに、B は洪水時の水面幅
0.6 ≦ b/B ＜0.8 f＝0.07 b は低水路幅
b/B≧ 0.8 f＝0.04

 

図 3 標準的な境界混合係数 f の値 

 

2) 計算断面の設定 

河道横断形状と死水域とする樹木群の分布状況から顕著な流速差が生ずると考えられ

る位置で横断面をいくつかの断面に分割して、これを計算断面として取り扱う。 

基本的な分割は、「低水路区間」、「死水域とする樹木群区間」、「低水路以外で死水域と

して取り扱わない高水敷区間」の 3 種類となる。 

 

ｆ1：低水路と高水敷境界

　　　　　　 の混合係数

ｆ2：樹木群境界

　　　　　　 の混合係数

樹木群
ｆ2ｆ2ｆ1ｆ1ｆ1

高水敷ｎ設定区間

低水路ｎ設定区間

樹木群の

死水域区間

高水敷ｎ

設定区間

高水敷ｎ

設定区間

 

図 4 断面内の分割と境界混合係数の設定位置 
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(4) 水位上昇量の算定方法 

水位上昇量（Δh01～04）として、現時点で評価すべき要素は次のように考える。 

水位上昇要素 水位評価上での取り扱い

① 合流による水位上昇（h01）

② 構造物による堰上げ（h02）

計算結果をもとに新たに境界条件として与
え、不等流計算の中に取り入れるべき要素

③ 弯曲による水位上昇（h03） 一部区間のみ上乗せ

④ 砂州による水位上昇（h04）
砂州が発達している区間または
その影響が見られる区間に影響

 

図 5 水位上昇量として評価すべき要素の評価上の取り扱い 

以下、具体的な評価方法について述べる。 

 

1) 合流による水位上昇（Δh01） 

合流付近において合流角度が大きい場合や流量規模に大差がある場合などには、両方の

河川あるいは一方の河川に大きな堰上げが生ずる場合がある。ここでは運動量保存則を適

用した下記の推定式により水位上昇量の影響を評価する。破線で囲まれる支配断面に対し

て本川（河道 3）方向の運動量保存式を立てると次のようになる。 

2
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 ········· (9) 
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Q
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Ｂ
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Ｂ
1
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1
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Q
1

Q
2

h
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図 6 合流点の取り扱い 

ここで、ρ：水の密度，ｇ：重力加速度，Ｑ：流量，Ｂ：水路幅，ｈ：水深， 

θ：合流角度，β：運動量補正係数（≒1.1），Ｂ':下つき数字 1，2，3 はそれぞれ河道 1，2，3

の諸量であることを示す。 
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なお、本計算では河道を長方形断面と仮定し、また水位，速度が不均一となる区間がそ

れほど大きくないと考えて重力および摩擦の効果を無視している。従来より行われてきた

実験結果などを根拠に h1≒h2と仮定し、若干の変形を施すことにより(9)式は次のように

変形される。 
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 ············· (10) 

 

ここで、（Fr）2＝（Q3）2／｛g（B3）2（h3）3｝ 

 

式は（h1／h3）に関する 3 次方程式であり、合流後水深 h3 が既知であれば(10)式を解

くことにより、合流前水深 h1≒h2を得ることができる。また、Δh＝h1－h3≒h2－h3であ

る。なお、支川と本川の合流角度や流量比によっては、(10)式による解が｢1｣以下（Δh

がマイナスを意味する）になる場合があり、この場合には h1＝h2＝h3 として計算を進め

る。 

 

不等流計算では水位は算定しているが、自然河川のような不定形な形状に対して水深を

定義することは困難である。本検討では水深を代替する河道特性として径深（Ｒ）を用い

る。一方、樹木群を考慮した不等流計算では、横断面内の流速分布を算定するとき、各分

割断面毎の径深 Ri 及び流積 Ai を算定しているので、ここでは、この各分割断面毎の Ri

と Aiをもとに井田法により求めた径深 R をもって水深とする。 

 

R＝｛Σ（Ri2/3・Ai）／ΣAi｝3/2 ≒ h 
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2) 構造物の堰上げによる水位上昇（Δh02） 

ここでは、橋脚による水位上昇を考え樹木群を考慮した不等流計算の中に(11)式を組み

入れる。 

橋脚についてはドビッソン公式を用い、支配断面となる堰については、段落ち部の損失

水頭を考慮して水位上昇量を推定する。 

  















2

1
2

1
2

1
2

2
2

2 11

2 HbhHbCg

Q
h  ······································ (11) 

Δh ：橋脚による堰上げ高 

Q ：流   量 

C ：ピアの平面形状によって定める定数（既に設置されている橋脚については、

その形状に応じて設定するが、新規の橋脚については C＝1.0 とする） 

b1 ：ピア上流側の水路幅 

b2 ：（b2 ＝b1 －Σt）全水路幅から、ピア幅の総計を削除した幅 

t ：ピア 1 基の幅 

H1 ：ピア上流側の水深 

 

この式はエネルギー式から導かれたもので、ドビッソン式では係数はピア形状によって

異なる値を与えている。これは実際の流れの幅 b2 に対して、ピア上端部付近の流れの剥

離による縮流によって有効幅が減少することに対応している。 

 

3) 湾曲による水位上昇（Δh03） 

湾曲部外岸の水位差Δh を推定する方法が次式のように提案されていることから、弯曲

部における水位上昇量の推定は次式で算定する。 

cgr

BV
h

2

  ············································································ (14) 

Δh03＝Δh／2 ········································································· (15) 

 

不等流計算では弯曲部の中央部に沿う水位が計算されるものと考え、湾曲内岸ではΔh

／2 だけ低下し、外岸ではΔh／2 だけ上昇するものと考える。 

ここにＢは湾曲部の水面幅、V は断面平均流速、g は重力の加速度、rcは水路中央の曲率

半径である。rcは平面図より平均的な半径を求める。 

なお、ここで得られた水位上昇は湾曲部による一時的な水位上昇であり、上流水位を算

定する場合の不等流計算の境界条件とはせず、局所的なものとして当該弯曲区間の樹木群

を考慮し、支川の合流による水位上昇と橋脚による水位上昇を加えた不等流計算によって

得られた平均水位に加算する。 
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4) 砂州等による水位上昇（Δh04） 

河床勾配が 1/2,000 よりも急勾配の河道区間（主にセグメント 1 とセグメント 2 の河道）

においては単列または複列の砂州等が形成されている。このような中規模河床形態が形成

されると、河道内を流れが蛇行し、直線河道であっても左右岸に水位差が発生することに

なる。この河床に形成された砂州によって生じる左右岸の水位差の半分の値を砂州による

水位上昇量と言う。 

本要素モデルにおいては、縦断ファイルに入力された河床勾配の値（逆数）を使用し、

以下の通り、砂州による水位上昇（Δh04）を算定するものとした。 

 

a)河床勾配が未入力（空欄）の場合 

縦断ファイルにおいて、河床勾配の値を未入力（空欄）とした場合、水位上昇は 0 と算

定される。河床が岩河床あるいは河床勾配が 1/100 より急な場合等に該当する。 

 

b)河床勾配が 1/2,000 より急な場合 

河床勾配が 1/2,000 より急な場合は、低水路満杯流量時（平均年 大流量時相当）の平

均水深（HL）、水面幅（B)との関係より算出する。 

低水路満杯流量時の水理量は、河道断面ファイルのパネル番号 2、3 の位置の河道断面の

標高の低い方を低水路満杯水位、その時の水面幅を使用し、低水路満杯流量時の流積を水

面幅で除した値を低水路満杯時水深とする。また、低水路平均河床高は、低水路満杯水位

から低水路満杯時水深を引いた値とする。 

砂州による水位上昇の値は、算定した平均水深（HL）、水面幅（B)との関係より、河床

勾配 I の逆数（1/I）と B/HL の値から「河道計画検討の手引き（国土技術研究センター）」

P.94 図 5-14 のグラフを用いて求める。 

 

c)河床勾配が 1/2,000 より緩やかな場合 

河床勾配が 1/2,000 より緩い区間において、洪水時の計算水位より、平均水深の 2.5%

を砂州による水位上昇量として算出する。平均水深は、計算水位と低水路平均河床高の差

とした。 
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(5) 要素モデル変数一覧 

No 変数名 内容 備考 

1 loopCount Calculate メソッドが呼ばれた回数  

2 FLOW00_MD0 横断方向最大座標数  

3 FLOW00_MD1 テーブルデータ数（水位方向の分割数）  

4 FLOW00_MD2 横断方向断面ブロック数  

5 FLOW00_MD3 河道最大断面数  

6 FLOW00_MD4 最大河道数  

7 COMXYZ_NDATA 横断方向座標数 (圧縮後の横断座標数)  

8 COMXYZ_XZ x 座標 (圧縮後の座標)  

9 COMXYZ_YZ y 座標 (圧縮後の座標)  

10 COMXYZ_IFG パネル番号 (圧縮後の座標)  

11 COMXYZ_SOD 粗度 (圧縮後の座標)  

12 COMXYZ_BBL 低水路幅 (圧縮後の座標)  

13 COMXYZ_HHL 低水路満杯水位 (圧縮後の座標)  

14 COMXYZ_BED （低水路）平均河床高 (圧縮後の座標)  

15 COMDAN_FL 累加距離 (km)  

16 COMDAN_ID 断面 ID  

17 COMDAN_TOPO TopoID  

18 COMDAN_RIVR 河川名  

19 COMDAN_IDS 当該河道における先頭断面インデックス  

20 COMDAN_IDE 当該河道における末尾断面インデックス  

21 COMDAN_IRIV 河道数  

22 COMDAN_IDAN 総断面数  

23 COMDAN_RIVC 当該断面における接続河道インデックス  

24 COMDAN_IDL 当該断面における下流断面インデックス  

25 COMWAN_R 当該断面における湾曲曲率半径  

26 COMTEN_GRD 当該断面における河床勾配  

27 COMTDB_TXX 左の距離標から植生の中心位置までの距離 (m)  

28 COMTDB_TXL 左の距離標から植生の左端までの距離 (m)  

29 COMTDB_TXR 左の距離標から植生の右端までの距離 (m)  

30 COMTDB_TWW 植生幅 (m)  

31 COMTDB_THH 植生高さ (m)  

32 COMTDB_TTH 植生樹冠標高（センター位置）(m)  

33 COMFFF_TSD 水没樹木の上面粗度係数  

34 COMFFF_FT 境界混合係数（河道粗度の境界）  

35 COMFFF_TAU 境界混合係数（樹木の境界）  

36 COSODO_FNN 粗度係数区分の粗度係数の値  

37 COSODO_ISTREE 粗度係数区分の樹木 or 河道の別  

38 COSODO_THH 粗度係数区分ブロックの樹冠の標高  

39 COSODO_TTH 粗度係数区分ブロックの樹高  

40 COSODO_BW 粗度係数区分ブロックの幅  
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No 変数名 内容 備考 

41 COSODO_IDX 粗度係数区分（左端）の測点インデックス  

42 COMTBL_BB1 合流時の川幅条件 B1  

43 COMTBL_BB2 合流時の川幅条件 B2  

44 COMTBL_BB3 合流時の川幅条件 B3  

45 COMTBL_ANG1 合流時の角度θ1  

46 COMTBL_ANG2 合流時の角度θ2  

47 COMWET_S0 横断面ブロック左岸(TREE)潤辺  

48 COMWET_S1 横断面ブロック左岸(WATER)潤辺  

49 COMWET_S2 横断面ブロック右岸(TREE)潤辺  

50 COMWET_S3 横断面ブロック右岸(WATER)潤辺  

51 COMWET_F0 横断面ブロック左岸(TREE)境界混合係数  

52 COMWET_F1 横断面ブロック左岸(WATER)境界混合係数  

53 COMWET_F2 横断面ブロック右岸(TREE)境界混合係数  

54 COMWET_F3 横断面ブロック右岸(WATER)境界混合係数  

55 COMUUU_U 断面ブロック流速(m/s)  

56 COMCAL_CAL 計算水位 (m)  

57 COMCAL_DEP 水深（井田の合成径深）(m)  

58 COMCAL_QQ 断面流量(m3/s)  

59 COMCAL_AA 流積(m2)  

60 COMCAL_UU 流速(m/s)  

61 COMCAL_FRR フルード数  

62 COMCAL_BBB 水面幅(m)  

63 COMCAL_EGR エネルギー勾配  

64 COMCAL_QRTO 流量比（計算流量／設定流量）  

65 COMCAL_DH01 支川合流による水位上昇(m)  

66 COMCAL_DH02 構造物による水位上昇(m)  

67 COMCAL_DH03 湾曲による局所的な水位上昇(m)  

68 COMCAL_DH04 砂州による局所的な水位上昇(m)  

69    

70    
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(6) 個別 GUI レイアウト 

GUI レイアウト図（あり・なし） 

 

図 7 個別 GUI レイアウト図 

 

(7) 初期条件（状態量） 

特になし。 

 

(8) 境界条件 

特になし。 

 

(9) プログラム上の特記事項および動作上必要なライブラリ 

定常モデルであるが、適宜入力データに時間を設定する（設定値：60 秒）。 
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(10) 入出力データ 

1) 横断ファイル（標準入力ファイル） 

準 2 次元不等流計算にインプットする横断座標、植生高、粗度係数などの基礎情報を入

力するためのファイルである。 
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河川名 topoID 断面ID
char char char
nd nd nd
x座標 z座標 パネル 粗度係数 死水域 植生高さ 枝下長さ 植生密度 樹タイプ
double double int double int double double int int
m T.P.m nd nd nd m m nd nd
[start]
河川名 測量年度 断面名
X座標 Y座標 パネル番号 粗度係数 死水域番号 植生高 枝下長さ 植生密度 樹タイプ番号

X座標 Y座標 パネル番号 粗度係数 死水域番号 植生高 枝下長さ 植生密度 樹タイプ番号

X座標 Y座標 パネル番号 粗度係数 死水域番号 植生高 枝下長さ 植生密度 樹タイプ番号

X座標 Y座標 パネル番号 粗度係数 死水域番号 植生高 枝下長さ 植生密度 樹タイプ番号

X座標 Y座標 パネル番号 粗度係数 死水域番号 植生高 枝下長さ 植生密度 樹タイプ番号

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
[end]
[start]
・ 断面数分繰り返す
・
・
[end]
・
・
・
・
・
[start]
・
・
・
[end]

1断面分

ヘッダー(固定)

 
 

表 1 入力項目（横断ファイル） 

入力項目 内容 備考 必須項目

河川名 河川の名称 任意の文字列で可（縦断、距離標ファイルと

対応） 
◎ 

測量年度 測量年度 任意の文字列で可（縦断、距離標ファイルと

対応） 
◎ 

断面名 断面の名称 任意の文字列で可（縦断、距離標ファイルと

対応） 
◎ 

X 座標 横断座標の水平方向 同一断面において、X 座標は昇順に並んでい

る必要がある。オーバーハングを有する断面

には未対応。 

◎ 

Y 座標 横断座標の鉛直方向  ◎ 

パネル番号 左岸計算有効範囲 1 

左岸低水路肩 2 

右岸低水路肩 3 

右岸計算有効範囲 4 

上記以外は空欄 

左岸計算有効範囲 1 と左岸計算有効範囲 4 の

測点の範囲を有効範囲とし計算。 

それを超える場合は境界混合係数 0.04 を設

定し、壁立て計算を行う。 

◎ 

粗度係数 粗度係数  ○ 

死水域 水位域の別 1:死水域、空欄：死水域ではない ○ 

植生高さ 樹木死水域の高さ（比高） 単位（m） ○ 

枝下長さ 空欄とする 使用せず（空欄で可） ― 

植生密度 樹木密度の粗密の別 1：粗、1以外：密 ○ 

樹タイプ 空欄とする 使用せず（空欄で可） ― 

◎：入力必須、○：計算を考慮する際に入力 
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2) 縦断ファイル（標準入力ファイル） 

準二次元不等流計算にインプットする縦断情報を入力するためのファイルである。 

 

 

 
入力67項目列分

河川名 topoID 断面ID 累加距離 区間距離
char char char double double ・・・・・・・・・・・・・・ ヘッダー（固定）
nd nd nd m m
[start]
河川名 測量年度 断面名称 累加距離 区間距離
河川名 測量年度 断面名称 累加距離 区間距離
河川名 測量年度 断面名称 累加距離 区間距離
河川名 測量年度 断面名称 累加距離 区間距離 1河川分のデータ
河川名 測量年度 断面名称 累加距離 区間距離 （計算断面数分）
・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・
[end]
[start]
・
・
・
[end]
[start]
・
・
・
[end]

河川数分繰り返す
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表 2 入力項目（縦断ファイル） 

入力項目 内容 備考 必須項目

河川名 河川の名称 任意の文字列で可（横断、距離標ファイルと対応） ◎ 

topoID 測量年度 任意の文字列で可（横断、距離標ファイルと対応） ◎ 

断面 ID 断面の名称 任意の文字列で可（横断、距離標ファイルと対応） ◎ 

累加距離 累加距離(m)  ◎ 

区間距離 下流断面との距離(m)  ◎ 

計画高水位  使用せず（空欄で可） ― 

計画堤防高  使用せず（空欄で可） ― 

余裕高  使用せず（空欄で可） ― 

セグメント  使用せず（空欄で可） ― 

左岸痕跡水位  使用せず（空欄で可） ― 

右岸痕跡水位  使用せず（空欄で可） ― 

河床材料  使用せず（空欄で可） ― 

粗度係数  使用せず（空欄で可） ― 

斜流コード  使用せず（空欄で可） ― 

左岸堤防天端高  使用せず（空欄で可） ― 

右岸堤防天端高  使用せず（空欄で可） ― 

左岸堤防天端幅  使用せず（空欄で可） ― 

右岸堤防天端幅  使用せず（空欄で可） ― 

川幅  使用せず（空欄で可） ― 

低水路幅  使用せず（空欄で可） ― 

河床高  使用せず（空欄で可） ― 

河床勾配 砂州⊿h04 の諸元を入力

 

砂州による水位上昇（⊿h04）の計算に利用 

河床勾配；逆数で入力（1/2,000 の場合は「2,000」） 
○ 

左岸堤内地地盤高  使用せず（空欄で可） ― 

右岸堤内地地盤高  使用せず（空欄で可） ― 

河積  使用せず（空欄で可） ― 

左岸高水敷  使用せず（空欄で可） ― 

右岸高水敷  使用せず（空欄で可） ― 

（橋梁）抗力係数 橋脚⊿h02 の諸元を入力 橋脚による水位上昇（⊿h02）を考慮する断面（下

流側）に入力 

幅：単位（m） 

○ 

（橋梁）ピア上流側の水路幅 ○ 

（橋梁）全水路幅から、ピア幅

の総計を削除した幅 
○ 

（橋梁）ピア１基の幅 利用せず（空欄で可） ― 

（橋梁）ピア本数 ― 

（潜水橋）ピア１基の投影幅  利用せず（空欄で可） ― 

（潜水橋）橋脚の抗力係数 ― 

（潜水橋）橋脚長さ ― 

（潜水橋）桁厚さ ― 

（潜水橋）桁長さ ― 

（潜水橋）桁の抗力係数 ― 

（潜水橋）橋脚基数 ― 

◎：入力必須、○：計算を考慮する際に入力 
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入力項目 内容 備考 必須項目

（堰）堰高  利用せず（空欄で可） ― 

（堰）堰天端幅 ― 

（堰）上流側勾配 利用せず（空欄で可） ― 

（堰）下流側勾配 利用せず（空欄で可） ― 

（堰）堰幅 利用せず（空欄で可） ― 

（段差）段差 
 

利用せず（空欄で可） ― 

（段差）幅 利用せず（空欄で可） ― 

湾曲曲率半径 湾曲⊿h03 の諸元を入力 湾曲による水位上昇の計算に利用 ○ 

粗度係数水没樹木 0.05 河道計画検討の手引きに準拠 

各河川（本川・支川）の 1断面目に記入 

◎ 

混合係数急拡 0.04 ◎ 

混合係数 b/B<0.6 0.07 ◎ 

混合係数 0.6≦b/B 0.04 ◎ 

混合係数 0.8≦b/B 0.03 ◎ 

混合係数堤防 0.03 ◎ 

混合係数流れに挟まる 0.10 ◎ 

混合係数流れに挟まれ水没 0.17 ◎ 

割引率 粗 0～100 の任意の整数(%) ◎ 

割引率 密 0 ◎ 

本川支川コード 本川 ：0 

支川 01：1 

支川 02：2 

支川については、本川との合流点が下流側から昇順

に番号をつける。 

合流する支川の 1 断面目に記入。 

支川は 10 本まで設定可能。 

◎ 

流量  利用せず（空欄で可） 

：計算条件は、流量配分ファイルより設定 
― 

出発水位  利用せず（空欄で可） 

：計算条件は、出発水位ファイルより設定 
― 

接続河川名 河川名 合流する本川の河川名 ○ 

接続位置 断面 ID 本川に合流する箇所の断面 ID ○ 

合流前川幅 B1 支川合流⊿01 の諸元を

入力 

合流する支川の 1 断面目に記入 ○ 

合流前川幅 B2 ○ 

合流後川幅 B3 ○ 

合流角度θ1 ○ 

合量角度θ2 ○ 

◎：入力必須、○：計算を考慮する際に入力 
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3) 距離標ファイル（標準入力ファイル） 

GIS（平面図）と横断情報をリンクさせるためのデータである。計算上は直接本データ

を使用しないが、設定しておく。 
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座標系 系番号
int int ヘッダー（固定）
nd nd

3 10 ←座標系は3(平面直角座標系)、系番号10(第10系)
河川名 topoID 断面ID 左岸y 左岸x 右岸y 右岸x
char char char double double double double ヘッダー（固定）
nd nd nd deg deg deg deg
[start]
河川名 測量年度 断面名 Y座標 X座標 Y座標 X座標
河川名 測量年度 断面名 Y座標 X座標 Y座標 X座標
河川名 測量年度 断面名 Y座標 X座標 Y座標 X座標
河川名 測量年度 断面名 Y座標 X座標 Y座標 X座標 1河川分のデータ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ （計算断面数分）
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
[end]
[start]
・
・
・
[end]
[start]
・
・
・
[end]

河川数分繰り返す

 

 

表 3 入力項目（距離標ファイル） 

入力項目 内容 備考 必須項目 

座標系 座標系 適切な座標系番号を入力 

1：緯度経度座標（世界測地系） 

2：緯度経度座標（日本測地系） 

3：日本平面直角座標（世界測地系） 

4：日本平面直角座標（日本測地系） 

5：UTM（北半球） 

6：UTM（南半球） 

◎ 

系番号 系番号 適切な系番号を入力 

日本平面直角座標の系番号(1～19) 

UTM の帯番号(1～60) 

◎ 

河川名 河川の名称 任意の文字列で可（横断、縦断ファイルと対応） ◎ 

topoID 測量年度等の河道情報 任意の文字列で可（横断、縦断ファイルと対応） ◎ 

断面 ID 断面の名称 任意の文字列で可（横断、縦断ファイルと対応） ◎ 

左岸 y 左岸距離標杭の Y 座標 

(南北方向の座標） 

距離標杭（横断図での X=0）に該当する地点 ◎ 

左岸 x 左岸距離標杭の X 座標 

(東西方向の座標） 

左岸 y 右岸距離標杭の Y 座標 

(南北方向の座標） 

距離標杭（横断側線の角度指定のために使用、杭座

標でなくても可） 

◎ 

右岸 x 右岸距離標杭の X 座標 

(東西方向の座標） 

◎：入力必須、○：計算を考慮する際に入力 
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4) 境界条件ファイル 

定常モデルであるが、適宜入力データに時間を設定し、複数入力すれば、計算ケース数

となる。1 ケースの場合は、1 時刻でも可。 

 

① 流量配分ファイル 

縦方向に時系列、横方向に各断面における流量を設定する（左側が下流）。 

 

 

② 出発水位ファイル 

縦方向に時系列、横方向に出発水位を設定する（出発水位設定断面）。 



 26

 

5) 出力ファイル 

① 計算結果ファイル 

出力ファイル名を指定する。 

「入力した出力ファイル名＋河道名＋計算ケース数」という名前のファイルが出力さ

れる。 

 

◆本支川 00:Y 河川、本支川 01:A 支川とした場合 （ファイル名：計算結果.csv と指定） 

 1 ケース目： 計算結果_Y 河川_1.csv、計算結果_A 支川_1.csv 

 2 ケース目以降も同様のファイルが作成される。 

 

・計算結果_Y 河川_1.csv 

 

 

・計算結果_A 支川_1.csv 
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② CHECK ファイル 

CHECK ファイルで指定したフォルダ（「Supp」フォルダに指定）内に、計算結果チ

ェック用の演算ログが出力される。 
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表 4  CHECK ファイル（演算ログ）一覧 
 

ファイル名 内容 項目 

00_Calc.log Initilizeメソッド（初期化）実行さ時刻とCalculate

メソッド（演算）が実行時の時刻 

 

01_River.csv 縦断ファイルで設定された河道情報 河道特性 

02_Tree.csv 横断ファイルから設定された樹木情報 

03_Crosssection_orginal.csv 横断ファイルで設定された座標情報 

04_Crosssection_convert.csv 計算に使用する横断座標情報 

05_Crosssection_convert.log 計算に使用する横断座標情報への変換ログファイ

ル 

：圧縮（0.001m 以内のある測点同士を統合する。）

及び水死域のカットの過程 

06_Crosssection_block.csv 断面ごとの断面ブロック区分の設定情報 

07_HARSB.csv 断面ブロックごとの水位（50cm 間隔）と流積・径

深・潤辺・水面幅との関係情報 

08_LowerChannel.csv 断面ごとの低水路の設定情報 

09_Input_HQ_caseXX.csv 流量配分・出発水位ファイルで設定された境界条

件 

境界条件 

10_Output_Calc_caseXX.csv 断面ごとの水位、水位上昇（⊿01～04）、流速・フ

ルード数・摩擦速度等の水理量情報 

計算結果 

11_Output_Factor_caseXX.csv 断面ブロックごとの境界混合係数の情報 

Err_LowerChannel.log 低水路の諸元の計算時にエラーが発生したときに

出力される。 

：パネル番号が適切に設定されていないとき等が

原因。 

エラーロ

グ 

Err_EGrad.log エネルギー勾配の計算過程においてエラーが発生

したときに出力される。 

：縦断ファイルで区間距離が設定されていない等

が原因。 

Err_DH04Steep.log 河床勾配 1/2000 より急勾配の場合、砂州による水

位上昇を計算過程において、エラーが発生したと

きに出力される。 
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◆CHECK ファイルの例 

 

・10_Output_Calc_caseXX.csv 

 

 

・11_Output_Factor_caseXX.csv 

 



 30

 

5. 要素モデル機能説明（詳細事項） 
本項目の記入の有無（あり・なし） 



 31

 

6. 要素モデル動作確認 
(1) 動作確認結果 

以下のサンプルデータによるテスト計算を実施した。 

・INPUT データ 

(河道データ) 

・01-横断_樹木有.csv 

・02-縦断.csv 

・03-距離標.csv 

(境界条件データ) 

・04-流量配分_Y 河川 

・05-流量配分_A 支川、05-流量配分_B 支川、05-流量配分_C 支川 

・06-出発水位.csv 

 

(2) 流量配分の入力（流量入力モデル） 

流量入力モデルをダブルクリックすると「パラメータ設定」ウィンドウが起動する。 

詳細設定ボタンを押すと「流量入力モデル」のプロパティが表示される。 

観測所地点数となっているが、ここでは『計算断面数』を入力する。本支川の 2 河川分設

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←入力ファイルを指定する 

←断面数を入力する 

←csv を選択する 

←すべてを選択する 
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データは Excel で作成する。 

縦方向が時系列、横方向が断面である。左側が下流になる。 

 

 

(3) 出発水位の入力（観測水位入力モデル） 

観測水位入力モデルをダブルクリックすると「パラメータ設定」ウィンドウが起動し、詳

細設定ボタンを押すと「観測水位入力モデル」のプロパティが表示される。 

観測所地点数となっているが、ここでは『出発水位設定地点数』を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←入力ファイルを指定する 

←1を入力 

←csv を選択する 

←すべてを選択する 
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データは Excel で作成する。 

縦方向が時系列、横方向に 下流端の 1 断面で設定する。 

 

 

(4) 要素の接続 

要素の接続は以下のとおりである。 

流量配分のセル配列数は「計算断面数」を入力する。 

出発水位のセル配列数は、「1」を入力する。 
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(5) モデルチェック 

正しくモデルが構築できたかどうかを確認するため、計算実施前に、モデルチェック機能

を利用し、モデルチェック結果にエラーが表示されないことを確認する。 

モデルチェックは、「モデル管理（M）」 ⇒「モデルチェック（C）」の順にクリックする。 

 

 
 

なお、モデルを変更した場合や、各ファイルの設定を変更した場合についても、モデルチ

ェックを実施することでモデルを更新し、その後、計算を実施する。 

 

※横断ファイルの樹木がないデータとして、サンプルプロジェクトファイル内には、 

 「01-横断_樹木無.csv」を格納。 

 

・INPUT データ 

(河道データ) 

・01-横断_樹木無.csv 

 

ファイルの設定変更

①クリック

②クリック

③チェック結果
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(6) 計算の実施と結果保存場所 

1) 計算の実施 

計算を実施するには、左上の「シミュ

レーション」タブを選択し、「開始／再開」

ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

計算が完了すると「シミュレーション

モデルの計算が完了しました。」のメッセ

ージが表示される。「OK」ボタンをクリ

ックする。 

 

2) 結果の保存場所 

以下の csv ファイルが出力される。 

 

 

②クリック

①クリック
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3) モニターグラフ出力による計算結果の確認 

1 次元配列縦断データ入力モニターグラフ出力により、計算結果の確認も可能である。 

縦断図グラフ出力は、「モデル管理（M）」 ⇒「計算結果表示（V）」の順にクリックす

る。 

 

 

 

 
 

 

②クリック

① クリック
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(7) サンプルプロジェクト、サンプルデータの利用条件 

＜免責事項＞ 

利用者は、本プロジェクト及びデータを利用して得られた結果によって生じる全ての結

果に対し責任を負うものとし、著作者はこれにより生じる一切の責任を負うものではあり

ません。 

 

＜複製、改変、再配布＞ 

利用者は、本プロジェクト及びデータを自由に複製、改変、再配布しても構いません。 

 

＜結果の公表＞ 

利用者は、本プロジェクト及びデータから得られた結果を公表する際には、本プロジェ

クト及びデータを使用したことを明記すること。 

 

＜問い合わせ＞ 

本プロジェクト及びデータに関する問い合わせは一切受け付けません。 

 

以上 

 

7. 要素モデル妥当性検証 
本項目の記入の有無（あり・なし） 

 

 



 38

要素モデル利用許諾条件書 

 

*************************************************************************** 

【要素モデル名】 準二次元不等流計算モデル(JCCA_JSCE_MODEL) 

【 バージョン 】 Ver.1.0 

【 開発環境 】 Visual Studio 2010 

【 製作著作 】 (公社)土木学会水工学委員会水理・水文ソフトの共通基盤に関する小委員会 

(一社)建設コンサルタンツ協会技術部会技術委員会河川計画専門委員会 

【 連 絡 先  】 - 

*************************************************************************** 

 

◆ 免責 

本プログラムのインストールおよび使用に関し、本プログラムの使用者の直接的・間接的に発生する一切の 

損害に対し、本プログラムの作者は責任を負うものではありません。 

本プログラムの動作に関し、本要素モデルの作者は責任を負うものではありません。 

 

◆ 禁止事項 

本プログラムの著作者および第三者の信用を毀損し、あるいは損害を及ぼす行為を行うことを禁止します。 

また、本プログラムを用いて、利用者が特許権など独占権を有することを禁止します。 

 

◆ 著作権 

著作権は(公社)土木学会水工学委員会水理・水文ソフトの共通基盤に関する小委員会、および(一社)建設コ

ンサルタンツ協会技術部会技術委員会河川計画専門委員会に帰属します。 

 

◆ 複製・改変 

ソースコード、実行体(DLL ファイル) 、要素モデル解説書、サンプルデータを自由に複製・改変しても構いま

せん。 

 

◆ サポート 

改変の有無にかかわらず、サポートはいたしません。 

 

◆ 配布・転載・掲載 

ソースコード、実行体(DLL ファイル) 、要素モデル解説書、サンプルデータの再配布、改変・追加に関し、制

限はございません。但し、改変した場合は、改変したことを明示の上で再配布して下さい。 

本プログラムを使用した成果を発表する際には、本要素モデルを使用したことの記載をお願いします。 

本プログラムを販売することはできません。 

 

◆ 特許情報 

なし 

 

 

 

 

 

 

 


